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県立高校（全日制）配置状況（令和２年度）
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地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト

県立高校と所在する市町等が協働し、地域的課題の解決など地域活性化に資する
取組や、地域ならではの資源や人材を活用した教育環境の向上への取組を行うこと
により、生徒に地域を愛する心を育み、魅力と活力ある高校づくりを推進する。

＜目的＞

＜指定校＞

令和元年度から３年間

＜内容＞

・ 県内の高校の魅力づくりのモデルの構築
・ アドバイザー、コーディネーターによる支援
・ 県立高校と市町等で構成するチーム（協議会）の設置

＜期間＞

令和元年度 ９,４４９千円（県単独）

＜予算＞

８校



「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」 教育振興課

効果

・学校…スクールアイデンティティ（ＳＩ）の強化
・生徒…多様な価値観への対応力の向上

地域を愛する心の醸成

⇒地域の枠を超え生徒が『行きたい』と思う学校
⇒地域に定着・回帰・還元する人材の育成

地域との協働による高校の魅力づくり
・県立高校と所在する市町等が協働し、地域的課題の解決など地域活性化に資する取組や、地域ならではの資源や人材
を活用した教育環境の向上への取組を行うことにより、生徒に地域を愛する心を育み、魅力と活力ある高校づくりを
推進する。

・その他の高校においても、魅力づくり
のための市町等との協働による体制整
備を進める。（７校）

神埼高校、伊万里高校、武雄高校、
鹿島高校、有田工業高校、嬉野高校、
鳥栖商業高校

伴走

モデル校の取組全体
への支援・助言

アドバイザー

・小学校
・中学校
・義務教育学校 等

小中学校等

・公民館
・各種協議会 等

地域

・企業、ＮＰＯ
・各種団体
・大学、専修学校
・他の高校 等

関係団体

・地域振興担当課
・地域おこし協力隊 等県立高校 市町

コーディネーター
（モデル校に配置）

県教委

伴走

《取組テーマの例》
「まちづくりの推進」
「地域ブランドの創造」
「スポーツの振興」 等

・アドバイザーによる助言

高校魅力づくりに係る助言

・コーディネーターの配置

高校、協働チームへの支援
県教委、関係機関との連絡調整
地域ニーズの把握
地域資源の掘り起こし 等

魅力づくりモデル校
１校（白石高校）

協働チーム
（協議会等）

の設置
目的の共有化
取組の提案・実施

目 的

事業内容
・県内の高校の魅力づくりのモデルの構築
・アドバイザー、コーディネーターによる支援
・県立高校と市町等で構成するチーム（協議会）の設置



プロジェクト指定校

学校名 設置学科 これまでの主な取組

白石高校 普通科 商業科
情報ビジネス科

・ワーキンググループによる地元小中学生や高齢者との交流
・総合的な探究の時間への地域協働活動の位置づけ
・課題研究での地域協働・探究活動
・モデル校（コーディネーター及びアドバイザーの配置）

神埼高校 普通科 ・市との協働による地域探究に係る講座及びフィールドワーク
・総合的な探究の時間への地域協働活動の位置づけ

伊万里高校 普通科 ・市内研修視察
・市内小学生を対象とした夏季学習会
【習字･図工･カブトガニ･学習】（高校生が指導）

武雄高校 普通科 ・地域協働推進アソシエイト校
・市との協働によるイベントへの参画
・総合的な探究の時間への地域協働活動の位置づけ
※市のコーディネーターとの連携

鹿島高校 普通科 商業科
食品調理科

・市との協働による地域探究に係る講座など
・地元有識者による講座

有田工業高校 機械科 電気科
ｾﾗﾐｯｸ科 ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

・ものづくりを活かした地域活性化
・町イベントでのものづくり体験教室の開催
・地域デザインによる町への定住・移住の推進

嬉野高校 機械科 電気科
建築科 総合学科

・地元住民の居場所づくりと交流
・福祉や観光での地元団体との連携

鳥栖商業高校 商業科 流通経済科
情報管理科

・商品開発による地域PR
・市との協働による伝統産物に係る学習会



現在の課題

① チーム会議の充実
・ 多様な意見が出され、意思決定が行いやすいチーム会議の設置、運営

② 情報発信
・ 小中学生や保護者、地域住民にとどまらず県の内外に、積極的に情報を発信

③ コーディネーターの充実
・ 高校と地域との協働体制の強化を図るため、地域おこし協力隊等、市町の職員との連携

を強化

④ 継続できる仕組みづくり
・ 地域との協働による取組のカリキュラムへの組込や、校内・校外での実施体制の整備を

図ることで、事業が継続できる仕組みを構築



プロジェクト活動風景

神埼高校 フィールドワーク（高齢者福祉）

白石高校 小・中学生プログラミング教室



伊万里高校 伊高寺子屋（夏休みの課題）

プロジェクト活動風景

伊万里高校 伊高寺子屋（書道教室）


